
子どもの安全対策委員会 
活動報告 

報告者：子どもの安全対策委員会 委員長 二木 信彦 

所 属：一般社団法人 松原青年会議所 直前理事長     
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松原市セーフコミュニティ 



子どもの安全対策委員会の構成 

   （松原青年会議所）             二木 信彦  高田 修一      

    （松原市青少年指導員協議会）     奥田 康教  神月 義夫  

    （松原市こども会育成連絡協議会）    川北 英男  奥村 美智子 

    （松原市民生委員児童委員協議会）  山岡 昌博   

    （松原ＰＴＡ協議会）             森下 良平   白石 圭二           

    （松原市更生保護女性会）          山岡 喜美子 日下部 敏子 

住
民
組
織 

     （松原市校長会） 

     吉川 年幸 

    （松原市立保育所長会） 

     荒川 喜久子 

    （松原市立幼稚園長会） 

     松井 京子 

    （松原警察署）       

        奥田 修久 

    （富田林子ども家庭センター） 

         西田 由美子 

    （富田林少年サポートセンター）  

            荻野 茂 

    松原市職員 ８名 

行
政
機
関 

教
育
保
育
組
織 
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子どものおかれている状況 

救急搬送数は減少しているが、 

転倒・転落によるけがは横ばい。 

出典：松原市における救急搬送データ 

（件） 

虐待相談件数は依然として 

横ばいの状況である。 

出典：厚生労働省福祉行政報告例 
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 

289 260 308 
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課題と対象 
課題 

 

対象 
課題１ 就学前児童は自宅内で転倒転落
によるけがが多いが、十分な安全対策を
している家庭は少ない。 

課題２ 小学生は学校でけがをしている
割合が多く、なかでも転倒・転落による
けがが多い。 

課題３ 虐待を見聞きしても、特に何も
しなかった人が多い。背景に、虐待とし
つけの判別が難しく、関係機関への連絡
につながらない状況がうかがえる。 

課題４ 子育ての負担感が虐待に結びつ
いてしまう可能性がある。情報が十分に
伝わらず、負担を軽減するためのサービ
スや、相談を利用できていない状況が考
えられる。 

対象１ 就学前児童 

対象２ 小学生 

対象３ 市民全体 

対象４ 子どもの 
       保護者 
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自宅内の安全対策（課題１） 

☆リーフレット「あんあん」 

 自宅内での事故予防を啓発 

 子育て支援情報の掲載 

 児童虐待防止の啓発記事を掲載 

 

 

 

  初版 第２版 第３版 

配布か所 45 101 128 

配布場所 

病院・診療所 

子育て支援センター 

ひろば 

    町会掲示板 

    公立幼稚園 

    公立保育所 
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配布場所 初版 第２版 第３版 

病院・診療所 41 97 100 

子育て支援センター 2 2 5 

ひろば 2 2 3 

町会掲示板 － － 7 

公立幼稚園 － － 6 

公立保育園 － － 5 

合計 45 101 126 



幼児期の安全対策（課題１） 
＜けがの予防⇒身体機能の向上＞ 

 公立幼稚園にて、1学期に1回イ

ンストラクターを招き、子どもだ
けでなく職員も一緒に運動につい
て学ぶ。そこで学んだことを、日
ごろの活動時間に取り入れ、身体
機能を向上させている。 

 

 

 

  
 
 

（件） 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

20 13 10 
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平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

その他 35 24 20 23

廊下 10 5 4 1

運動場 32 26 35 4
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松原東小学校におけるけがの件数の推移 

学校内での安全対策（課題２） 

取組開始後 

（件） 減少した要因 

１．校内安全マップより見 

  えてきた課題の児童 

  教職員の共通理解。 

  ケガの 場所・時間 

 

２．休憩時間の過ごし方の 

  見直し。 

  ・休憩時間の変更 

  ・安全標語 

  ・声かけ 

 

３．安全を守るための施設 

  整備 

    

 

          

その他：教室・体育館・玄関・階段など 
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学校内での安全対策（課題２） 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

その他 26 30 39 23

廊下 4 5 3 3

運動場 29 37 44 36

29 37 44 36 
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減少した要因 
 
・安全マップの取り組み 
 

・児童会・教師の呼びかけ 
 

・運動場で遊ぶ時のルールの    
 徹底 
 

・学年別でコート利用時間と   
 曜日を守らせる 
           など 
     

松原北小学校におけるけがの件数の推移 

取組開始後 
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（件） 

その他：教室・体育館・玄関・階段など 

 



虐待防止啓発・子育て情報の充実 
（課題３・４） 

（啓発活動）  

平成２６年１１月の児童虐待防止
月間に、市内のスーパー３か所に
て、相談機関の連絡先が掲載され
ているクリアファイルやカード等
を配布。また、平成２７年８月の
市民まつりにおいて、同様のうち
わを配布。 
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虐待防止啓発・子育て情報の充実 
（課題３・４） 

＜ＢＰプログラム＞ 

平成２５年度： ６組 

平成２６年度：７４組 

平成２７年度：２５組（７月現在） 
 

 

      

 

 
 

＜子育て応援メール登録件数＞ 
平成２５年１１月 ２３３件 
平成２６年 ９月 ３８４件 
平成２７年 ７月 ５６１件 

ＢＰプログラムの様子 
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研修の様子 

＜子育て・児童虐待研修＞ 
 実施回数：毎年４回 
 参加人数：１３９人 
（平成２６年度） 

BPプログラムとは、生まれたばかりの赤
ちゃんを育てていくために、必要な知識
を学ぶ、参加型プログラムです。 



現在の課題 

（自宅・学校でのけがに関わるもの） 
 自宅内のけがの予防策が不十分。 
 幼児の生活習慣及び身体機能とけがとの因果関係の 
  分析。 
 学校での安全対策を行う中で、地域との協働のシステム

作り。 
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（虐待の防止に関わるもの） 
 親子の関係だけでなく、家庭と地域の関係の再構築。 
 さらなる子育てや虐待防止の情報の発信体制の確立。 
 児童虐待に関する住民意識の詳細な分析。 
 児童虐待に対するリスク要因の分析。 



今後の取組について 

校内安全マップの活動を拡げていき、自ら進んで安
全な行動を取れる子どもを地域の中で育てる。 

地域の回覧板や掲示板を活用し、けがの予防方法や
子育て支援情報の周知を図る。 

健康フェスタで予防救急の講演会や健康ステーショ
ンのイベントで安全グッズの展示などを行い、啓発
活動に取り組む。 
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今からできるセーフコミュニティ 

お子さんと学校の安全な過ごし方について話し合っ
てみましょう。 

普段から地域の人たちへの挨拶を心がけましょう。 

健康フェスタや健康ステーションに出かけ、具体的
な安全について学びましょう。 
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大阪初！セーフコミュニティ 

国際認証都市まつばら 

「みんなでつくる 安心・安全なまちづくり」 
 

ご清聴ありがとうございました。 
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